
 

 

 

 

 

令和６年度の取組状況等についての委員からのコメント 

 

○会議室等の施設の利用申込のインターネット化が進み、利便性が改善された点は評価できる。 

しかし、会議室等を申込みしてから、最後の手続きは会議室等利用申込書の PDF をプリントアウ

トし、その申込書に手書きで署名のうえメール送信又は FAX するようなシステムについては今後、

改善をするべきではないか。 

 

○聴覚障害をお持ちで補聴器や人工内耳を使用している方のための補助システムとして「ヒアリング

ループ」というものがある。 

雑音や反響に邪れずにクリアな音を直接聞くことができるもので、障害者差別解消法の「合理的配

慮」によって公共施設への導入も徐々に進んできているので、エル・おおさかも導入について是非、

検討していただきたい。 

 

 

  令和７年度 第１回大阪府立労働センターの運営等に係る外部評価委員会 

委員から出された意見、要望等について 

 


